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介護サービス事業所調査

◆調査 への 御協力 のお願い◆

日ごろから、青梅市政に御理解と御協力を頂きまして、誠にあり

がとうございます。

市では、来年度、第９期高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の

策定を行います。

この調査は、市内で介護サービスを提供されている事業所の皆様

を対象に、事業の現状と介護保険制度に対する御意見・御要望をお

聞かせいただき、今後策定する、高齢者保健福祉計画・介護保険事

業計画を、より実りある計画とするため実施するものです。

お答えいただいた内容については統計的に処理し、事業所名など

を公表することはありませんので、御協力いただきますようお願い

いたします。

令和４年１２月

青梅市長 浜 中 啓 一

この調査についてのお問い合わせは、下記までお願いいたします。

青梅市健康福祉部介護保険課介護保険管理係

電話番号 0428-22-1111（内線 2122）

◆御記入に当 たってのお願い◆

●複数の介護サービスを提供している場合は、実施事業ごとに御回 答く

ださい。

●回答は、あてはまる番号に〇をつけてください。質問文にある「１つ

に○」「あてはまるものすべてに○」などの指示に従って御回答くだ

さい。また、御意見や数字などを直接 御記入いただく質問もあります。

●質問の回答が、「その他」にあてはまる場合は、（ ）内になるべく

具体的にその内容を御記入ください。

● 職 員 数 や サ ー ビ ス 提 供 量 等 の 数 値 に つ い て は 、 令 和 ４ 年 １ ０ 月 １ 日

現 在でお答えください。

● 御 記 入 い た だ い た 調 査 票 は 、 令 和 ５ 年 １ 月 ２ ０ 日 （ 金 ） ま で に 、 電

子申請フォームから御回答、もしくはメール、郵送および交換便 にて

御提出ください。
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１ 基本 調査

問 １ 貴 事業所 の概要に ついて お答え ください 。

法人の種類

（１つに○）

１．社会福祉法人

２．医療法人

３．株式会社

４．有限会社

５．ＮＰＯ法人

６．その他

（ ）

実 施 事 業

（介護予防を含む）

（１つに○）

１ ． 居宅 介 護 支 援

２ ． 訪 問 介 護 （ 訪 問 型 サ

ービスを含む）

３．訪問入浴介護

４．訪問看護

５．訪問 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

６ ． 通 所 介 護 （ 通 所 型 サ

ー ビ スを 含 む）

７ ．通所 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ

８ ． 短期 入 所 生 活 介 護

９ ． 短期 入 所 療養介護

10． 特定施設入居者生活介護

11． 福 祉 用 具 貸 与

12． 介 護 老 人 福 祉 施 設

13． 介 護 老 人 保 健 施 設

14． 介護療養型医療施設

15． 認知症対応型通所介護

16． 小規模多機能型居宅介護

17． 認知症対応型共同生活介護

18． 看護小規模多機能型居宅介護

19． 地 域 密 着型 通 所 介 護

20． そ の 他

（ ）

職 員 体 制 男 女 計

正 規 職員

非 正規職員

（うち 派遣職員）

（うち ＥＰＡ等外国人）

（うち その他）

登 録 ﾍ ﾙ ﾊ ﾟ ｰ(訪問介護事業者のみ)

介 護 職 員 の

勤続年数

・１年以下（ 人）・４～９年（ 人）

・２～３年（ 人）・10 年 以 上（ 人 ）

介 護 職 員 以 外

の 勤 続 年 数

・１年以下（ 人）・４～９年（ 人）

・２～３年（ 人）・10 年 以 上（ 人 ）

開 設 年 月 日 昭 和 ・平 成 ・令和 年 月
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問 ２ 貴 事 業 所 （ ま た は 貴 施 設 ） の 利 用 者 数 を 御 記 入 く だ さ い 。

問 ３ 貴 事業所 の青梅市 民（また は保険者 が青梅 市）の利用 者数を

要 介護度別 に御記 入くだ さい。

※ 介 護 予 防 ・ 日 常 生 活 支 援 総 合 事 業 の 対 象 者 （ 基 本 チ ェ ッ ク リ ス ト ）

問 ４ 現 在、貴事業 所の円 滑な事 業運営を 進めて いくう えで、支障

と なってい ること があり ますか。 （あてはまるものすべてに○）

定 員
青 梅市民 ( a )

（うち、市外の被保険者数）

青梅市民以外 (b)
（うち、青梅市の被保険者数）

合 計

( a )＋ ( b )

人
人

（ 人）

人

（ 人）
人

申請中
事業対象者

(※ )
要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

１ ． 専 門 職 の 確 保 が 難 しい

２ ． 人 材 育 成 が難しい

３．職員が定着しにくい

４．職員の仕事への意欲を維持することが難しい

５．経営経費、活動資金が不足している

６．事故・苦情対応

７．個人情報の取り扱い

８．書類の作成の手間や管理

９．コンプライアンス（法令遵守、適正な業務遂行等）の確保

10． 利 用 者 の 確 保 が 難し い

11． 利 用 者 に 対 す る 情報 提 供 が 難 し い

12． 利 用 者 や 家 族 の 制度 へ の 理 解 不 足

13． そ の 他 （ ）

14． 特 に な し
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問 ５ 新 たな利 用者を確 保 する 場合、 具体的な 方法は 何です か。

（ あては まるも のすべて に○）

１．広告、チラシ

２．ケアマネジャーからの紹介

３．現在の利用者からの紹介

４．従業員からの紹介

５．医療機関からの紹介

６．施設からの紹介

７．戸別訪問

８．地域包括支援センターからの紹介

９．市役所等で配布されている事業所一覧を見て

10． Ｓ Ｎ Ｓ や イ ン タ ーネ ッ ト の 口 コ ミ を見て

11． 第 三 者 評 価 の 活 用

12． そ の 他 （ ）
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問６ 令和４ 年１０月 １日時 点での ＧＨ入所 希望者 の年齢 、性別 、

介護度 およ び現在 利用のサー ビス 等（把握 されてい ない場 合は

記入不 要） を表に 御記入くだ さい 。

※欄が足りない場合は、別の用紙（ 任意）に御記入ください。

( 2) ま た 、過 去 １ 年 間 を 通 じ た 、平 均 の 待機 者数はお およそ 何人

で すか。

(3) 新 規 の 待 機 者 が 発 生 し た 場 合 の 対 応 方 法を 御記入 ください。

人

年齢 性別 介護度 現在利用のサ ービス等

記入例 74 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

１ 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

２ 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

３ 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

４ 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

５ 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

６ 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

７ 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

８ 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

９ 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

10 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

11 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

12 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

13 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

14 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

15 男・女 支援２・介護１・２・３・４・５ 在宅・小多機・看多機・老健・その他（ ）

グループ ホーム 事業者 の方にお 伺いし ます。
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問７ 第９期 (令 和 ６ ～ ８ 年 度 )中 に 貴 事 業 者 で 参 入 を 検 討 し て い

る 、 あるい は参入 を検討し たい地 域密着 型サービ スはあ りま

すか 。（あて はま るものに○ ）

「 １ ． あ る 」 の 場 合 、 該 当 す る サ ー ビ ス は 何 で す か 。（ あ て は ま

る ものす べてに ○）

問 ８ 第 ９ 期 (令 和 ６ ～ ８ 年 度 )中 に 貴 事 業 者 で 参 入 を 検 討 し て い

る 、 あ る い は 参 入 を 検 討 し た い 地 域 密 着 型 以 外 の サ ー ビ ス は

あ りますか 。（あて は まる ものに○ ）

「 １ ． あ る 」 の 場 合 、 該 当 す る サ ー ビ ス は 何 で す か 。（ あ て は ま

る ものす べてに ○）

１．ある ２．なし

１．認知症対応型通所介護

２．小規模多機能型居宅介護

３．認知症対応型共同生活介護

４．夜間対応型訪問介護

５．看護小規模多機能型居宅介護

６．定期巡回随時対応型訪問介護看護

７．地域密着型通所介護

１．ある ２．なし

１．居宅介護支援

２．訪問介護（訪問型サービスを

含む）

３．訪問入浴介護

４．訪問看護

５．訪問リハビリテーション

６．通所介護（通所型サービスを

含む）

７．通所リハビリテーション

８．短期入所生活介護

９．短期入所療養介護

10． 特 定 施 設入 居 者 生 活 介 護

11． 福 祉 用 具貸 与

12． そ の 他

（ ）
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問 ９ サ ービス の質の向 上 のた めに、どのよ うな取 り組みを 行って

い ますか。（ あては ま るも のすべて に○）

問 10 問 ９ で 「 ９ ． 内 部 お よ び 外 部 の 研 修 会 に 参 加 」 と 答 え た 方

に お聞きし ます。 研修は どのよう な内容 ですか 。

問 11 事 業 所 と し て リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト を 行っ ていま すか。

そ れはど のよう なもので す か。（ あて はまるもの すべて に○ ）

１．相談窓口の設置

２．事業所内会議の定期的な開催

３．サービス利用者の満足度調査の実施

４．第三者評価の実施

５．自己評価の積極的な開示

６．マナー・接遇研修の実施

７．サービス提供マニュアルの作成

８．各種連絡会や相談会

９．内部および外部の研修会に参加

10． 職 員 間 の 積 極 的 な情 報 共 有 （ 社 内 勉強会など）

11． そ の 他 （ ）

12． 何 も 行 っ て い な い

１ ． して い る ２ ．していない

１ ．災害

２ ．虐待

３ ．事故（ヒヤリ、ハット含む）

４ ．苦情

５ ．その他（ ）
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問 12 実 際 に 提 供 し て い る サ ー ビ ス が 、 必 要 と 考 え る サ ー ビ ス 量

に 対し不足 してい ると感 じるもの はあり ますか 。（ あては まる

も のすべて に○）

不足して いると 感じる 理由 を御 記入く ださい 。

１．居宅介護支援

２．訪問介護（訪問型サービスを

含む）

３．訪問入浴介護

４．訪問看護

５．訪問リハビリテーション

６．通所介護（通所型サービスを

含む）

７．通所リハビリテーション

８．短期入所生活介護

９．短期入所療養介護

10． 特 定 施 設 入 居 者 生活 介 護

11． 福 祉 用 具 貸 与

12． 介 護 老 人 福 祉 施 設

13． 介 護 老 人保 健 施 設

14． 介 護 療 養型 医 療 施 設

15． 介 護 医 療院

16． 認 知 症 対応 型 通 所 介 護

17． 小 規 模 多機 能 型 居 宅 介 護

18． 認 知 症 対応 型 共 同 生 活 介 護

19. 看護小規模多機能型居宅介護

20． 定 期 巡 回・ 随 時 対 応 型 訪 問

介 護 看 護

21． 夜 間 対 応型 訪 問 介 護

20. 地 域 密 着型 通 所 介 護

21. そ の 他 （ ）

22. 特 に な し
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問 13 地 域 に お い て 、 介 護 保 険 以 外 の 高 齢 者 支 援 サ ー ビ ス は 足 り

て いると 思いま すか。（あ てはま るも のに○）

「 ２．足 りてい ない」と 回答さ れた事 業者にお 聞きし ます。

具体的 には、 どのよう なサー ビスが 不足して いると 思いま すか。

（あ ては まるも のすべてに ○）

そ の他、何 かあれ ば具体 的に御記 入くだ さい。

１．足りている ２．足りていない

１．ひとり暮らし高齢者の見守り・安否確認活動

２．認知症の人および介護する家族の支援

３．生きがいづくりや社会参加に対する取り組み

４．介護予防のための体操や筋力向上トレーニング

５．介護や認知症など高齢 者の困りごとの相談に応じる窓口の充実

６．配食サービス・紙おむつの支給など生活支援サービス

７．高齢者が働く場の確保

８．成年後見等の権利擁護に関する取組み

９．悪徳商法・消費者被害から身を守る啓発活動

10． 地 域 住 民 の 相 互 によ る 見 守 り 活 動 の体制づくり

11． 外 出 の 同 行 （ 通 院・ 買 い 物 な ど ）

12． 移 送 サ ー ビ ス （ 移動 支 援 ）

13， 気 軽 に 集 ま れ る 居場 所 の 提 供

14. 地 震 や 台 風 な ど の災 害 対 策

15. そ の 他 （ ）
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問 14 利 用 者 介 助 時 や 送 迎 時 等 あ ら ゆ る 場 面に おいて どのような

場 合にサー ビス提 供が困 難である と感じ ますか 。また、 その

際 どのよう に対応 されて いますか 。具体 的に御記 入くだ さい。

問 15 貴 事 業 所 で は 地 域 の 各 種 委 員 ・ 団 体・組織 (民 生 委 員 、自 治

会 、 社 協 等 )と の 関 わ り は あ り ま す か 。（ あ て はま るもの に○）

「１．ある」の場 合、それ はどのよ うな委 員・団 体・組織で すか。

（あては まるも のすべ てに○）

１．ある ２．ない

１．民生委員

２．自治会

３．保育園・幼稚園

４．小・中学校

５．高齢者クラブ

６．社会福祉協議会

７．商店・商店街

８．ボランティア・ N P O 団体
９．マンション・団地の管理組合

10． そ の 他

（ ）
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問 16 貴 事 業 所 で は 、 地 域 貢 献 と し て 、 無 償 ま た は 定 額 料 金 で 次

の 内 容 に つ い て 実 施 し て い た だ く 意 向 が あ る か 伺 い ま す （ 実

際 に 行 っ て い た だ く と い う こ と で は な く 、 現 時 点 で の お 考 え

で 結構です 。）。

社 会福祉 法人な ど、すで に実施 してい ただいて いる場 合は、

実施し てい るもの を教えてく ださ い。（あ てはまる ものに ○）

１．居場所として施設開放（サロンなど）（常設）

２．居場所として施設開放（サロンなど）（常設以外）

３．認知症カフェ（常設・常設以外を問わない）

４．認知症等徘徊高齢者の早期発見の協力

５．体操教室などの実施

６．送迎用バスの活用

７．在宅高齢者を訪問・電話による安否確認

８．地域の行事への参加・協力

９．事業所周辺の清掃活動など

10． そ の 他 （ ）
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問 17 市 が 行 う べ き 災 害 対 策 は 次 の う ち ど れ で す か 。 ま た 、 貴 事

業所に おい て御協力い ただけ る取 組（すで に実施し ている もの

も含み ます ）があ れば教 えてくだ さい。（ あてはま るもの に○）

取

り

組

む

べ

き

実

施

し

て

い

る

協

力

で

き

る

む

ず

か

し

い

＜記入例＞１．他市や企業等との災害時応援体制の充実 １ １ ２ ３

１．他市や企業等との災害時応援体制の充実 １ １ ２ ３

２．福祉施設・事業所間で 人材の相互派遣につい

て協定締結
１ １ ２ ３

３．市内の介護サービス事業所の介護用品等の提

供（貸与含む）に関する協定締結
１ １ ２ ３

４．市内の介護サービス事業所におけるＢＣＰ

（災害時の事業継続計画）の作成支援
１ １ ２ ３

５．医療品等の確保に関する協定締結 １ １ ２ ３

６．避難所に介護・医療用物資の備蓄 １ １ ２ ３

７ . 災 害 時 に 高 齢 者 等に 対 す る 避 難 場 所の周知

など分かりやすい情報の発信
１ １ ２ ３

８ . 災 害 時 に お け る 高齢 者 等 の 受 け 入 れ施設

（機関）の強化・連携（市避難所以外の受け

入れ先確保）

１ １ ２ ３

９．一時的な避難場所としての施設の開放 １ １ ２ ３

10．市 の 総合 防 災 訓 練 に お け る 介 護 事業所の参加

拡大
１ １ ２ ３

11． 災 害 時の 安 否 確認 、避 難 支 援 の 協力体制構築 １ １ ２ ３

12． 要 介 護 者 等 の 受 け入 れ 可 能 施 設 の 増加 １ １ ２ ３

13． そ の 他 （ ） １ １ ２ ３

事業所の意向

市が取り組むべき内容
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問 18 介 護 保 険 制 度 全 般 に つ い て 、 御 意 見 ・ 御 要 望 や 困 っ て い る

事など があ りましたら 御記入 くだ さい。
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２ 在宅 生活改 善調査

問 1 9 担当する 利用者 で、自宅 等（ サービ ス付き 高齢者向 け住宅

お よ び 住 宅 型 有 料 老 人 ホ ー ム ） で 生 活 さ れ て い る 方 の う ち 、 以

下 に該当す る方の 人数を それぞれ 御記入 くださ い。

問 2 0 上記設問 で「 生活の維 持が難 しい」に 該当 した方につ いて、

在 宅 生 活 の 維 持 が 難 し く な っ て い る 理 由 は 以 下 の ど れ に 当 て は

まりま すか （複数回答 可）。

( 1 ) 本 人の状 態に関 すること

１ ．必要 な身体 介護の発 生・増 大

２ ．必要 な生活 支援の発 生・増 大

３ ．認知 症状の 悪化

４ ．医療 的ケア ・医療処 置の必 要性の 高まり

５ ．その 他本人 の状態等 の悪化

６ ．本人 の状態 等の改善

７ ．その 他（ ）

生 活 上 の 問 題 は 無 い 生 活 の 維 持 が 難 し い 合 計

自 宅 に 居 住

サ ー ビ ス 付 き 高

齢 者 向 け 住 宅・住

宅 型 有 料 老 人 ホ

ー ム に 居 住

居 宅 介 護 支 援 事 業 所 ・（看 護 ） 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 の

方 にお伺 いしま す。
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( 2 ) 本人 等の意 向に関 すること

問 2 1 これま でにお伺 いし た内容を 踏まえ、生活改善 に必要 だと

思 われる サービス は 、以 下のど れに当て はまり ますか （複数

回 答可）。

１ ．本人 がサー ビスの利 用を望 まない から

２ ．費用 負担が 重く、サ ービス を受け られない から

３ ．居住 環境が 不便であ るから

４ ．その 他（ ）

・ 訪問介 護 ・ 訪問リハ ・訪 問入浴 ・訪問 看護 ・通所 介護

・ 通所リ ハ ・ 認知症対 応型通 所介護 ・ショ ートス テイ

・ 定期巡 回サー ビス ・ 夜間対 応型訪 問介護 ・小規 模多機 能

・ 看護小 規模多 機能

居 宅 介 護 支 援 事 業 所 ・（看 護 ） 小 規 模 多 機 能 型 居 宅 介 護 事 業 所 の

方にお伺 いしま す。
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３ 居所 変更実 態調査

問 2 2 過 去 １ 年 間 で 、 自 宅 ・ サ ー ビ ス 付 き 高 齢 者 向 け 住 宅 ・ 有

料老人 ホー ムでの生活 が困難 とな り、居所を 変更した 人の行 先と

人数を 御記 入ください 。

居所（行先） 人 数 （ 人 ）

親 戚 等 の 家

住 宅 型 有 料 老 人 ホ ー ム

サ ー ビ ス 付 き 高 齢 者 向 け 住 宅

グ ル ー プ ホ ー ム

特 定 施 設

地 域 密 着 型 特 定 施 設

介 護 老 人 保 健 施 設

介 護 療 養 型 医 療 施 設 ・ 介 護 医 療 院

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

地 域 密 着 型 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム

そ の 他 （ 市 内 ）

そ の 他 （ 市 外 ）

把 握 し て い な い

死 亡

施 設・居住系 サービス（サ ービス 付き高齢者 向け 住宅、住宅 型有

料 老人ホ ームを含 む）・居宅介 護支援 事業所・（看 護）小規模 多機

能 型居宅 介護事業 所の方 にお伺 いします 。
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問 2 3 自 宅 等 で の 生 活 が 困 難 と な っ た 理 由 は 、 以 下 の ど ち ら に 当

て はまりま すか。（ 複数選 択可）

１ ．必要 な身体 介護の発 生・増 大

２ ．必要 な生活 支援の発 生・増 大

３ ．認知 症状の 悪化

４ ．医療 的ケア ・医療処 置の必 要性の 高まり

５ ．その 他本人 の状態等 の悪化

６ ．居住 環境（ 老朽化等 ）

７ ．その 他（ ）

施設・居住系 サービ ス（ サービス 付き高 齢者向 け住宅、住宅 型有

料老人ホ ームを 含む）・居 宅介 護支援 事業 所・（看護）小規模 多機

能型居宅 介護事 業所の 方にお伺 いしま す。
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問 2 4 過去 １年間 で、入所・入 居および退 所・退居し た利用 者に

ついて 、以下の 設問に 御回答 ください 。

( 1 ) 新 し く 入 所 ・ 入 居 さ れ た 方 に つ い て 、 直 前 の 居 所 は ど
ちらで した か。

居所 人数（人）

自 宅

サ ー ビ ス 付 き 高 齢 者 向 け 住 宅

住 宅 型 有 料 老 人 ホ ー ム

グ ル ー プ ホ ー ム

介 護 老 人 保 健 施 設

介 護 療 養 型 医 療 施 設 ・ 介 護 医 療 院

そ の 他

計

施設・居住系 サービ ス事業 所（サ ービス 付き高 齢者向け 住宅、住

宅型有料 老人ホ ームを 含む）の 方にお 伺いし ます。
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( 2 ) 退 所・退居さ れ た方 について 、そ の後の 行先等は 次のど
ち らになり ますか 。

( 3 ) 退 所・ 退 居さ れ た方 につ い て、 要 支援 ・要 介 護度 は次 の
ど れに当 てはまり ますか （人数 で回答）。

行先 人数（人）

自 宅

サ ー ビ ス 付 き 高 齢 者 向 け 住 宅

住 宅 型 有 料 老 人 ホ ー ム

グ ル ー プ ホ ー ム

介 護 老 人 保 健 施 設

介 護 療 養 型 医 療 施 設 ・ 介 護 医 療 院

そ の 他

死 亡

計

自 立 支 １ 支 ２ 介 １ 介 ２ 介 ３ 介 ４ 介 ５ 申 請 中 不 明 計

施 設・居住系 サービ ス事業所（サ ービス 付き高齢 者向け 住宅、住

宅 型有料 老人ホ ームを含 む）の 方にお 伺いしま す。
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４ 介護 人材実 態調査

問 25 施 設 の 職 員 （ 正 規 ・ 非 正 規 全 て ） に つ い て 、 職 種 ご と に 、

青 梅市民 の人数 、市外か ら の勤 務者の 人数を御 記入く ださい 。

問 26 施 設 の 各 種 職 員 （ 正 規 ・ 非 正 規 全 て ） は ど こ か ら 通 っ て い

ますか 。（該当 する地 区にす べて○）

問 27 介 護 人 材 不 足 解 消 の た め 、 外 国 人 技 能 実 習 生 、 留 学 生 （ Ｅ

ＰＡな ど）の 制度が拡 充され ていま すが、貴事業所 の意向 をお

答え下 さい。

職 種 市内（人） 市外（人） 計

生活相談員

介護職員

看護職員

栄養士

機能訓練指導員

介護支援専門員

その他の職員（調理員等）

計

１．すでに受け入れしており、今後も受け入れを続ける

２．受け入れしているが、今後については未定

３．受け入れしたが、今後は受け入れない予定

４．受け入れしたい

５．分からない

６．受け入れる予定はない

７．その他（ ）

１．青梅市

２．青梅市隣接の自治体

（羽村市・瑞穂町・あ きる野市・奥多摩町・日の出町）

３．その他の西多摩の自治 体（福生市・檜原村）

４．飯能市・入間市

５．昭島市・八王子市・武 蔵村山市・立川市

６．東京都内のその他自治 体

７．東京都以外の自治体（ 埼玉県・山梨県など）

介護老人 福祉施 設およ び介護老 人保健 施設の 方にお伺 いしま す。
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導 入の有 無に関 わらず、外国人 人材の 活用に ついて御 意見等 あれ

ば 御記入 下さい 。

介護老人 福祉施 設およ び介護老 人保健 施設の 方にお伺 いしま す。
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問 28 貴 事 業 所 に お け る 、人 員 の 状 況 に つ いてお伺 いしま す。（全

職 員の内訳 につい て、以 下の表に 数字で 御記入 ください 。）

【 令 和 ４ 年 １ ０ 月 １ 日

現 在 】

３ ０ 代

未 満

３ ０ 代 ４ ０ 代 ５ ０ 代 ６ ０ 代 ７ ０ 代

以 上

合 計

介 護 福 祉 士

（ 居 宅 介 護

支 援 の 場 合

は 、 主 任 介

護 支 援 専 門

員 ）

男 正 規

非 正 規

女 正 規

非 正 規

実 務 者 研 修

相 当 （ 居 宅

介 護 支 援 の

場 合 は 、 介

護 支 援 専 門

員 ）

男 正 規

非 正 規

女 正 規

非 正 規

初 任 者 研 修

相 当

男 正 規

非 正 規

女 正 規

非 正 規

こ れ ら の 資

格 を 持 た な

い （ 事 務 員

等 ）

男 正 規

非 正 規

女 正 規

非 正 規

不 明 男 正 規

非 正 規

女 正 規

非 正 規

合 計 男 正 規

非 正 規

女 正 規

非 正 規



23

問 29 現 在 の サ ー ビ ス 提 供 状 況 か ら み て 、 不 足 し て い る 職 種 は 何

で す か 。（ あ て は ま る も の に ○ を 入 れ て 、 複 数 の 場 合 は 優 先 的

に必要 な順 位を入れて くださ い）

問 30 過 去 １ 年 間 の 、 職 員 の 採 用 者 数 、 離 職 者 数 等 に つ い て お 伺

い します 。（数 字で御記入 くださ い。）

職 種 優先順位

１．生活相談員 （ ）

２．介護職員 （ ）

３．看護職員 （ ）

４．機能訓練指導員 （ ）

５．ケアマネジャー （ ）

６．計画作成担当 （ ）

７．その他（ ） （ ）

職 員 総 数

（ 令 和 ４ 年 １ ０ 月

１ 日 時 点 ）

採 用 者 数

（ 令 和 ３ 年 １ ０

月 １ 日 か ら 令 和

４ 年 ９ 月 ３ ０

日 ）

離 職 者 数

（ 令 和 ３ 年 １ ０

月 １ 日 か ら 令 和

４ 年 ９ 月 ３ ０

日 ）

合 計

正 規 職 員

非 正 規 職 員

合 計
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問 31 貴 事 業 所 で の 、 ボ ラ ン テ ィ ア 受 け 入 れ の 考 え を お 伺 い し ま

す 。（あては まるも のに○ ）

「 １．受け入 れてい る」「２．受け 入れた い」「３．受け 入れて

も よ い 」 の 場 合 、 該 当 す る ボ ラ ン テ ィ ア の 種 類 は 何 で す か 。（ あ

て はまる ものす べてに○ ）

１．すでにボランティアを受け入れている

２．今後、受け入れたい

３．ボランティアの内容によっては受け入れてもよい

４．受け入れは困難

５．その他（ ）

受

け

入

れ

て

い

る

受

け

入

れ

た

い

条

件

が

合

え

ば

受

け

入

れ

ら

れ

る

受

け

入

れ

は

困

難

＜ 記入例 ＞ 利 用者の話 し相手 、傾聴 １ ２ ３ ４

１．利用者の話し相手、傾聴 １ ２ ３ ４

２．お茶出し、食堂内の配膳、下膳など １ ２ ３ ４

３．日常的レクリエーション等の補助 １ ２ ３ ４

４．イベント・行事の手伝い １ ２ ３ ４

５．散歩等の外出における補助 １ ２ ３ ４

６．芸能発表（踊り、手品、楽器、歌など） １ ２ ３ ４

７．手芸などの趣味活動の支援 １ ２ ３ ４

８．施設内やベッド周りの清掃など １ ２ ３ ４

９．敷地内の草取り、花の植栽など １ ２ ３ ４

10． 移 動 の 同 行 （ 通 院・ 買 い 物 な ど ） １ ２ ３ ４

11． そ の 他 （ ） １ ２ ３ ４

意 向

ボランティア の内容
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「 １ ． 受 け 入 れ て い る 」 の 場 合 、 貴 事 業 所 で ボ ラ ン テ ィ ア 受 け

入 れ の た め 実 施 し て い る ボ ラ ン テ ィ ア の 方 へ の 支 援 等 を お 伺 い し

ます。（ あて はまるも のす べ てに○ 。な お、事 例に応じ て対応 が違

う 場 合 は 、 い ず れ か の 場 合 に 該 当 す る も の に ○ を し て く だ さ い 。

例：謝 礼は出す 時と出 さない 時がある ⇒１に ○）

「 ４．受 け入れ は困難」 の 場合 、困難 な理由は 何です か。（ あては

ま るもの すべて に○）

問 32 ボ ラ ン テ ィ ア 受 け 入 れ に あ た り 、 課 題 と な る こ と は 何 で す

か 。（自由記 述）

１．謝礼を出している

２．交通費を支給している

３．交通費は負担しないが送迎している

４．ボランティア保険を事業所で負担している

５．守秘義務の誓約などを書面で貰っている

６．その他（ ）

１．受け入れるにはスペースが不足する

２．受け入れられる業務が無い

３．ボランティアに対応する時間的余裕が無い

４．ボランティアに対応する人手が無い

５．事故等が不安

６．新しいことに取り組む余裕が無い

７．利用者とのトラブルが不安

８．プライバシー（個人情報）が不安

９．面倒である

10．そ の他（ ）
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問 33 人 材 育 成 や 離 職 防 止 の た め に ど の よ う な 方 策 を 取 っ て い ま

す か。（あて はまる ものす べてに○ ）

こ のほか、人材確 保・定着に関 して貴 事業所 で効果の あった 具体

的 な取組事 例等が あれば 御記入く ださい 。

１．教育や研修（職場内研修を含む）について年間計画を立てている

２．賃金・休日などの労働条件を改善している

３．能力・資格等を評価し、配置や処遇に反映している

４．不満や悩みなどの相談窓口を設けている

５．福利厚生を充実させ、職場内の交流や職員の健康管理などに努

めている

６．地域の同業他社と協力、ノウハウを共有して職員の育成に取り

組んでいる

７．その他（ ）

８．特になし

（記入例：○社員からの紹介制度で、紹介者に謝礼を導入している ○有給休暇の活用。

子育て世代は、夏休みや学校行事等で休むことを推奨している。など）
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問 34 市 が 積 極 的 に 取 り 組 む べ き 介 護 人 材 確 保 対 策 に つ い て 何 か

お 考えがあ ります か。（あ てはまる ものす べてに ○）

そ の他、何 かあれ ば具体 的に御記 入くだ さい。

御 協力あ りがと うござい ました 。以上 で調査は 終了で す。

１．効果的な取組事例について行政からの情報提供

２．事業者による効果的な取組事例を情報提供する場の提供

３．介護等福祉体験型イベントの実施

４．小中学生等の職場体験、職場訪問の推進

５．介護の仕事を紹介する冊子等を作成し市民等へＰＲ

６．東京都補助事業（介護 ロボット、ＩＣＴ機器活用推進事業等）

に対する市の上乗せ補助の実施

７．キャリアアップ支援（旅費、研修負担金の補助）

８．ボランティアやシルバー人材センター等の活用促進

９．介護職等への表彰制度


